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BELLINI DUCT CARCINOMA OF THE  KIDNEY  : A CASE REPORT
 Yoichi SUE, Manabu KUNIEDA, Satoshi YAMAGUCHI,
Hiroshi HASHIMOTO and  Sunao YACHIKU
From the Department of Urology, Asahikawa Medical College
   A rare case of Bellini duct carcinoma of the kidney is reported. A 44-year-old woman with 
macroscopic hematuria was referred to our hospital. The clinical diagnosis was a right renal tumor 
with direct invasion to the liver. Radical nephrectomy and segmental hepatectomy were performed. 
Histopathological examination revealed papillary growth of atypical cells different from the usual 
histological pattern of renal cell carcinoma. The histological diagnosis of Bellini duct carcinoma was 
confirmed by the positive immunohistochemical staining with a collecting duct marker  (UEA-1), and 
distal tubule marker (EMA) and negative staining with a proximal tubule marker  (Leu-M1). 
                                            (Acta Urol. Jpn.  43: 213-216,1997)













際,右 腎の形態異常 を疑われたが,特 に精査せず放置
していた.1993年1月,肉眼的血尿が出現し同医を受










め た が,そ れ以 外 異 常 は な かっ た.尿 検 査 は蛋 白
(一),糖(一),pH6.0,沈渣 で は赤血球 を多数認 め
た.尿 細胞診,尿 細菌培養 は陰性で あった.
画像診 断;排 泄性尿路造影 では,右 腎 は機能 良好で
あ ったが上腎杯の圧排像 を認 めた.CTで は,右 腎上
極 に肝 との境界が不 明瞭な直径 約8cmの 腫瘤 を認 め
た(Fig.1).超音 波検査 で は,右 腎上極 の腫瘤 はや
や高 エ コー を呈 し,内 部 は不 均 一で あ った.ま た肝
S6領域 に直 径約2cmの 境界 不 明瞭 な低エ コー を示
す腫 瘤 も存在 していた.選 択 的右 腎動脈造影 では,右
腎動 脈 本幹 は下 方 に偏 位 して お り,腫 瘤 は全体 に
hypovascularであった(Fig.2).MRIでは,右 腎上
極 にT1強 調像 で低信 号,T2強 調像 でや や高信号 を
示す,直 径約8cmの 腫瘤 を認め た.ま た肝S6領 域
にはTI強 調像 で等信号,T2強 調像 で高信 号 を示す,
直径 約2cmの 腫瘤 を認めた.
以上 よ り右腎腫 瘍 と診断 したが,さ らに肝への直接
浸潤 あ るい は肝転 移 も疑 われ たた め,1993年2月15
日,根 治的右 腎摘 出術 お よび肝後下部区域切除術 を施
行 した.
病理学 的所 見:右 腎上極 の腫瘍 は80×50mm,割
面 は多結 節性 を呈 し,内 部 に壊 死様 変化 を伴 って い
た.病 理組織学的 には,腎 細胞癌,grade2,INFγ,
pT2b,pVo,pNoと診 断 され た.ま た切 除肝組 織 は
壊死組織のみで,明 らか な転移 および浸潤所見 は認 め
なか った.腎 癌組織 は,大 型で 明瞭 な核小体 を有 する







































群 を認め,典 型的 な腎細胞癌 とは異な る組織像 であ っ
た(Fig.3).
そ こで,腫 瘍 の発生母地 について腎の各組織別マ ー
カー と考 え られている抗原 の局在や レクチ ンの反応性
を指標 に,組 織化学 的に本腫瘍組織 と,同 時期 に経験
したclearcell型腎癌 症例の組織 を比較 した.な お,
近 位尿 細 管 系 マー カー と して ヒ ト骨 髄球 単 球 抗 原
(Leu-Ml/CD15),ロー タス レクチ ン(LTA)を,遠
位 尿 細 管 ～集 合 管 系 マ ー カー と して 上 皮 膜 抗 原
(EMA),ダイズ レクチ ン(SBA),ピ ー ナ ツ レクチ
ン(PNA)を,集 合管 系マ ーカー と してハ リエ ニ シ















度 は異 なって い たが,集 合 管 系 マー カー で あ る
UEA-1では報告例ほぼ全例で染色陰性の結果であっ




経過:手 術後経過は良好で,補 助療法として,経 口
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障害が出現 したため中止 した.現在外来で経過観察中





えられてきた.し か し,Cromieら3)は腎細胞癌 と移
行上皮癌の混在 と考えられていた腫瘍を詳細に検討 し
た結果,こ れらの腫瘍の発生母地がベ リニ管を含む集
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カーで異 なった報告が あ る、藍沢 ら6),菊地 ら7)は遠
位 尿 細管 系 マー カー と してSBA,PNA,EMA,ド
リコス レクチ ン,ビ メ ンチ ンが優 れていると して いる
が,ベ リニ管上皮 につ いて は,ビ メ ンチ ン以外の遠位
尿細管系マ ーカー と近位尿細管系マ ーカーの両者で陽
性 とい う結果 を報告 して いる.一 方,松 嵜 ら4)は遠位
尿細 管系マ ーカー と して はPNA,EMAの 再 現性 が
良 いのに対 し,SBA,ド リコス レクチ ン は確 実性 に
欠けていた と述べてい る.こ の ように詳細 な部分 では
一致 した見解がえ られていないが
,現 在 までの報告 を
まとめる と,近 位尿細管 系マー カー として はLTA ,
Leu-Miが,遠位尿細管系 マー カー と して はEMA ,
PNA,UEA-1の特 異性 が比較的高 い と考 え られ,本
症例 はこれ らのマ ーカーを用 いて診断 した.
以上示 した組織マ ーカーに対す る染色性 の違 い,す
なわち,発 生母地の違いが臨床経 過に どの ような影響
を与 えるか はきわめて重要な問題 と思 われる.し か し
これまでの検討では,遠 位尿細管 由来 の ものは定型 的
腎細胞癌 に比 し予後不 良 と推定 されてい る程度で7),
補助療 法の効果 につ いてはほ とん ど明 らか にされてい
ない.発 生母地 の違 いは補助療法 に対す る反応性 に影
響 する と思 われ,た とえば移行上皮癌 との類似 性が強
い ものでは,化 学療法へ の反応性 が比較的良好 である
可 能性 も考 え られる.そ の一方で,と きには定 型的腎
細胞癌 よ りも急激 な進行 をきたす ことも考 え られる.
今 後 この ような視 点 で非定 型的腎 細胞癌 の検討 を進
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